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新
た
な
門
出
を
祝
う
か
の
よ
う
な
冬

晴
れ
に
恵
ま
れ
、「
令
和
５
年
登
米
市

二
十
歳
の
集
い
」が
１
月
８
日
、登
米
総

合
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

民
法
改
正
に
伴
い
、令
和
４
年
４
月

１
日
か
ら
成
年
年
齢
が
18
歳
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
式

典
名
称「
成
人
式
」を
今
年
か
ら「
二
十

歳
の
集
い
」と
し
ま
し
た
。式
典
に
は
、

二
十
歳
を
迎
え
た
６
０
８
人
が
出
席
。

色
と
り
ど
り
の
振
り
袖
や
は
か
ま
、

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
出
席
者
た
ち
で

会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
。学
生
時

代
を
共
に
過
ご
し
た
友
人
た
ち
と
再

会
を
喜
び
合
い
、近
況
報
告
や
思
い
出

話
、記
念
写
真
を
撮
影
す
る
姿
が
至
る

と
こ
ろ
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、熊
谷
盛も

り

廣ひ
ろ

市
長
が「
皆

さ
ん
の
未
来
に
は
無
限
の
可
能
性
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。勇
気
を
持
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
に
挑
戦
し
て
く
だ

さ
い
」と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。出
席
者

を
代
表
し
、誓
い
の
言
葉
を
述
べ
た
伊

藤
壮そ

う

汰た

さ
ん
＝
米
山
町
中
新
田
＝
と
佐

藤
由ゆ

う

華か

さ
ん
＝
米
山
町
畑
崎
＝
は「
こ

れ
か
ら
私
た
ち
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
生

を
歩
ん
で
い
き
ま
す
。周
り
の
人
た
ち

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、大
人

と
し
て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、夢
や

目
標
へ
向
か
っ
て
一
層
努
力
し
て
い
く

こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
決
意
を
新
た
に

し
ま
し
た
。二
十
歳
と
い
う
節
目
を
迎

え
た
出
席
者
の
皆
さ
ん
は
、さ
ま
ざ
ま

な
思
い
と
自
覚
を
胸
に
、大
人
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

 令和５年登米市
　　　 二十歳の集い
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二
十
歳
の
主
張
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　３人の兄が一生懸命に取り組む姿を見て、自分も
やってみたいと思い５歳から空道を始めた。空道
は、防具を装備し立ち技、組み技、寝技などさまざま
な攻撃が認められる総合武道。後ろ回し蹴りや上段
回し蹴りを得意とする千葉が臨んだ全国大会、順調
に勝ち進み迎えた決勝の相手は、前年惜敗した青森
県代表の強豪選手。雪辱を果たすべく、この試合に
向けて重ねてきた厳しい練習が実を結び、見事念願
の優勝を成し遂げた。「今度こそリベンジしたいと
思ってずっと練習してきた。自分の得意技で勝つこ
とができて本当にうれしかった」と笑顔で試合を振
り返った。
　「来年は全国大会２連覇を目指したい。そして、
世界で戦えるような選手になれるように練習を頑
張りたい」と今後の飛躍を誓った。

　父と兄の空手をする姿に憧れ、防具付空手を始め
た菊田。道場だけでなく家にいるときも父と練習を
続け、試合で勝つために技を磨いてきた。県大会を
勝ち進み、東京都で行われた防具付空手の日本一を
決める大会では、キレのある得意の前蹴りと上段の
突きを武器に予選を勝ち進んだ。決勝の相手は、愛
知県代表の強豪選手。序盤から両者一歩も譲らない
緊迫した状況が続く中、相手の隙を見逃さず上段の
突きで技ありを２本取り、全国優勝を決めた。「お
父さんと練習してきたことを出し切れて良かっ
た。決勝は難しい試合でしたが、全力で戦うことが
できて楽しかった」と笑顔を見せた。
　「右足の回し蹴りをもっと練習して、これからの
大会全てで優勝するつもりで頑張っていきたい」と
意欲を見せる。

Zoom Up Tome
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小
学
１
年
の
頃
、授
業
で
楽
し

さ
を
知
り
、書
道
を
習
い
始
め
た

佐
々
木
。持
ち
前
の
集
中
力
で
多

く
の
作
品
を
書
き
続
け
、技
術
を

身
に
付
け
た
。「
出
展
す
る
作
品
の

制
作
時
期
に
い
ろ
い
ろ
な
大
会

が
重
な
り
、苦
し
ん
だ
り
泣
い
た

り
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
」と
話
す

佐
々
木
。そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
、

気
持
ち
を
切
り
替
え
な
が
ら
筆
を

走
ら
せ
、作
品「
黄
龍
」を
完
成
さ

せ
た
。「
書
道
は
楽
し
く
書
く
こ
と

が
一
番
だ
と
今
回
の
経
験
で
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
笑

顔
で
作
品
に
向
き
合
っ
て
い
き
た

い
」と
話
し
た
。

　
「
好
き
な
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
空
手
を
し
て
い
て
、そ
の

よ
う
な
強
く
て
か
っ
こ
い
い
女
の

人
に
な
り
た
い
と
思
い
空
手
を
始

め
た
」と
笑
顔
で
話
す
小
野
寺
。何

事
に
も
積
極
的
に
挑
戦
す
る
性
格

で
練
習
に
も
弱
音
を
吐
か
ず
取
り

組
ん
だ
。大
会
に
向
け
基
礎
練
習

に
力
を
入
れ
、体
力
づ
く
り
に
励

ん
だ
。大
会
で
は
順
調
に
予
選
を

勝
ち
進
ん
だ
が
、決
勝
で
は
惜
し

く
も
敗
れ
、準
優
勝
と
な
っ
た
。

「
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
で

き
ず
悔
し
か
っ
た
。小
学
校
最
後

の
大
会
に
向
け
技
術
面
を
身
に
付

け
た
い
」と
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
っ
た
。

　

小
学
１
年
の
時
に
、姉
の
影
響

で
書
道
を
習
い
始
め
た
工
藤
。作

品
に
対
し
て
真し

ん

摯し

に
向
き
合
い
、

試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
納
得
が
い

く
ま
で
書
き
続
け
、実
力
を
伸
ば

し
た
。「
大
会
で
は
、自
分
の
満
足

で
き
る
字
を
書
く
こ
と
が
で
き
て

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
」と
笑
顔

で
話
す
工
藤
。「
今
回
の
結
果
は
今

後
の
自
信
に
つ
な
が
っ
た
。こ
れ

か
ら
も
練
習
を
積
み
重
ね
、よ
り

良
い
作
品
を
書
け
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」と
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
す
。

　

小
学
３
・
４
年
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間
で
民
謡
の
魅
力
に
触

れ
、本
格
的
に
習
い
始
め
た
後
藤
。

始
め
た
頃
は
、歌
詞
を
覚
え
る
だ

け
で
精
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。練
習

を
重
ね
る
度
、感
情
を
込
め
て
人

前
で
も
堂
々
と
歌
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
っ
た
。「
聴
く
人
の
心
に

響
く
よ
う
、抑
揚
の
付
け
方
や
歌

詞
の
勉
強
に
も
励
ん
だ
」と
言
う

後
藤
。「
本
番
で
は
、練
習
の
成
果

を
発
揮
し
て
歌
う
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
。こ
れ
か
ら
も
民
謡
を

続
け
、自
分
の
唄
を
通
し
て
た
く

さ
ん
の
人
に
民
謡
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」と
目
を
輝
か
せ
る
。

　

２
人
は
塩
竃
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、週
末

は
塩
竃
市
で
練
習
に
励
ん
で
い

る
。「
全
国
大
会
と
い
う
大
き
な

舞
台
で
、普
段
と
違
う
雰
囲
気
や

緊
張
感
の
中
、お
互
い
声
を
掛
け

合
っ
て
全
力
で
頑
張
り
ま
し
た
」

と
振
り
返
る
。チ
ー
ム
で
キ
ャ
プ

テ
ン
、副
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る

２
人
は「
全
国
優
勝
を
目
指
す
の

は
も
ち
ろ
ん
、自
分
た
ち
の
こ
と

だ
け
で
な
く
、チ
ー
ム
を
引
っ
張

て
い
け
る
よ
う
な
選
手
に
な
り
た

い
」と
決
意
を
語
っ
た
。
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　全国大会を想定して繰り返し練習
をしてきました。これからも目標に
向かい、努力を惜しまず成長してい
きたいです。

　短いやりを投げる競技なので、
自分がやっている野球に生かせる
と思い挑戦。みんなからの応援で
頑張ることができました。

　今回で引退となりますが、幼い
頃から約10年続けた空手で身に着
けた忍耐力を、今後に生かしてい
きたいです。

　もっと練習して、堂々とした字
を書けるようになりたいです。書
道の楽しさをいろいろな人に知っ
てほしいです。

　全国の舞台に立てたことがうれ
しいです。今回の経験を生かし、日
本一に向けてこれからも練習を積
み重ねていきます。

　つらい練習を一緒に乗り越えてきた結束力は、どのチームに負けません。
私たちの活躍を知ってもらい、ボートに少しでも興味を持ってもらえたらう
れしいです。

　憧れの兄と姉に近づけるよう
に、そしてこれからの大会で優勝
できるように練習をもっと頑張り
ます。

　思うような結果を残すことがで
きなかったので、この悔しさを糧
に、今後の大会で良い成績を残せ
るようにしたいです。
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●
女
子
ダ
ブ
ル
ス
４
年
以
下
▼
千
葉

凛
桜（
東
郷
小
）・
今
野
結
來（
中
津
山

小
）

●
男
子
組
手
団
体
▼
及
川
煌
飛（
上

沼
小
）

●
小
学
５
年
男
子
▼
佐
藤
煌
心（
上

沼
小
）

●
小
学
４
年
女
子
▼
保
科
希
咲（
加

賀
野
小
）

●
女
子
▼
川
嶋
す
ず（
登
米
小
）

●
男
子
▼
佐
々
木
碧
龍（
加
賀
野
小
）

▼
川
嶋
太
一（
登
米
中
）

●
柔
道
男
子
個
人
90
㌔
超
級
▼
鈴
木

元（
米
山
中
）●
相
撲
男
子
２
年
個
人

▼
石
川
凛
大（
米
山
中
）●
相
撲
男
子

団
体
▼
石
川
凛
大
・
猪
股
煌
亮（
米
山

中
）男

子
シ
ン
グ
ル
▼
菅
原
楽
久（
米

山
中
）●
男
子
団
体
▼
中
田
中
●
女

子
ダ
ブ
ル
ス
▼
木
村
琉
夏
・
佐
藤
朱

里（
登
米
中
）

▼
須
藤
愛
紅（
登
米
中
）

●
器
楽
部
門
中
学
校
合
奏
第
１
の
部

▼
佐
沼
中
箏
曲
部

●
ラ
グ
ビ
ー
▼
佐
沼
高
●
柔
道
男
子

個
人
60
㌔
級
▼
髙
梨
暁（
佐
沼
高
）●

剣
道
女
子
団
体
▼
佐
沼
高
●
ボ
ー
ト

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
▼
武
田
陸
斗
・

佐
々
木
快
心（
佐
沼
高
）●
ボ
ー
ト
男

子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
▼
佐
沼

高（
浅
野
・
土
屋
・
西
條
・
冨
士
原
・
伊

藤
）●
ボ
ー
ト
女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル

▼
大
場
日
湖
・
黒
田
恵
真（
佐
沼
高
）

●
ボ
ー
ト
女
子
舵
手
付
ク
ォ
ド
ル
プ

ル
▼
佐
沼
高（
遠
藤
・
千
葉（
わ
）・
久

保
田
・
千
葉（
朋
）・
森
）●
カ
ヌ
ー
女

子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ
ア
▼
登
米
高（
羽

生
・
千
葉
・
伊
藤
・
亀
岡
）▼
登
米
高

（
鈴
木
・
白
石
・
大
内
・
三
浦
）●
陸
上

競
技
男
子
棒
高
跳
▼
浅
野
廉（
佐
沼

高
）▼
千
葉
櫂
己（
佐
沼
高
）▼
藤
原

涼
真（
佐
沼
高
）●
陸
上
競
技
女
子
円

盤
投
げ
▼
熊
谷
凪
紗（
登
米
高
）●
陸

上
競
技
女
子
７
種
競
技
▼
加
藤
つ

ば
さ（
佐
沼
高
）●
陸
上
競
技
男
子

３
０
０
０
㍍
障
害
▼
白
石
陽
太（
佐

沼
高
）●
水
泳
競
技
男
子
１
０
０
㍍

背
泳
ぎ
▼
冨
士
原
和
仁（
佐
沼
高
）●

水
泳
競
技
女
子
１
０
０
㍍
平
泳
ぎ
▼

佐
々
木
美
空（
佐
沼
高
）

●
ラ
グ
ビ
ー
▼
佐
沼
高
●
ボ
ー
ト
男

子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
▼
尾
形
夢
來
・
山

本
龍
和（
佐
沼
高
）●
ボ
ー
ト
男
子
舵

手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
▼
佐
沼
高（
西

條
・
浅
野
・
鎌
田
・
土
屋
・
冨
士
原
）●

ボ
ー
ト
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
▼
大

場
日
湖（
佐
沼
高
）●
ボ
ー
ト
女
子
舵

手
付
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
▼
佐
沼
高（
遠

藤
・
千
葉（
わ
）・
森
・
千
葉（
朋
）・
久
保

田
）●
カ
ヌ
ー
女
子
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ォ

ア
▼
登
米
高（
鈴
木
・
大
内
・
白
石
・
高

橋
）●
陸
上
競
技
男
子
棒
高
跳
▼
千

葉
櫂
己（
佐
沼
高
）▼
藤
原
涼
真（
佐

沼
高
）

▼
登
米
総
合
産
業
高

　走幅跳で自己ベストの記録を出
せてうれしかった。大会を通して、
全力で取り組む面白さに気付くこ
とができました。

　新しい産業用ロボットの使い方
を提案するプレゼンテーションの
完成度を高め、発表練習を重ね精
一杯頑張りました。

　前大会では初戦で負けてしまっ
たので、次こそは優勝を目指しま
す。強くなるためにどうしたら良い
か考えながら練習を頑張ります。

　試合では緊張してまうので、初
戦から自分のペースに試合を持ち
込み、１回でも多く勝ち進みたい
と思います。
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➊
市
政
に
対
し
、建
設
的

な
意
見
や
要
望
な
ど
を
随
時
提
出

➋
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
➌
市

政
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
へ
の
回
答
➍
市
長
要
請
が
あ

る
会
議
な
ど
へ
の
出
席

20
人
以
内

委
嘱
日
か
ら
令
和
６
年
３

月
末
ま
で➊

18
歳
以
上
で
、１
年
以

上
市
内
に
在
住
➋
地
方
公
共
団
体

の
職
員
で
な
い
➌
モ
ニ
タ
ー
の
職

務
を
積
極
的
に
履
行
で
き
る

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、総
務
部
市
長
公
室（
迫

庁
舎
２
階
）に
持
参
ま
た
は
郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、電
子
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

各
総
合
支
所
と
市
長

公
室
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

３
月
10
日（
金
）当
日

消
印
有
効

総
務

部
市
長
公
室（
秘
書
総
務
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
０

０
２
２
０（
２
２
）９
１
６
４

死shichokoshitsu@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

　社会情勢の変化や高齢化が進む中、相談内容や健康課題が
多様化し、複数の専門職により対応しなければならない事案
が増えています。
　そのため、適切な対応と質の高いサービスの提供を目指し、
４月から、５つの総合支所に保健師・栄養士を配置するブロッ
ク体制により、組織力の強化を図ります。

市民生活部健康推進課（地域保健係）
☎0220（58）2116

☎

☎

☎

☎

☎
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　令和４年３月に発生した福島県沖地震により、市内を通
過する「みやぎ県北高速幹線道路」では路面・のり面の亀裂
や広範囲にわたる路面沈下のほか、田ノ尻橋の伸縮装置が
破損するなどの被害が生じました。このことから、通行車
両の走行性改善と安全確保のため、「全面通行止め（終日）」
による道路段差解消などの災害復旧工事を実施します。

「佐沼北交差点」から「佐沼IC」間の13箇所
舗装亀裂・段差修繕、沈下箇所のかさ上げ、橋

きょう

梁
りょう

伸縮装置修繕など
全面通行止め（終日）
「佐沼北交差点」から「佐沼IC」までの上下線 

（３.６キロメートル）区間
３月１日（水）午前９時～６月９日（金）
県東部土木事務所登米地域事務所（道路建設

班）
☎0220（22）6143

月
〜
金
曜
日
／
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

▼
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

仙
台
法
務
局
登
米

支
局（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

〒
９
８
７
―
０
５
９
５（
住
所
記

入
不
要
）

▼
各
総
合
支
所
市
民
課（
市
民
係
）

　

令
和
５
年
度
か
ら
、軽
自
動
車

税（
種
別
割
）の
納
期
限
が
、４
月

30
日
か
ら
５
月
31
日（
休
日
の
場

合
、翌
開
庁
日
）に
変
わ
り
ま
す
。

　

納
期
限
の
変
更
に
伴
い
、納
税

通
知
書
は
５
月
中
旬
、口
座
振
替

で
納
付
し
た
場
合
の
納
税
証
明
書

は
６
月
12
日
頃
に
発
送
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

※
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、毎

年
４
月
１
日
現
在
で
登
録
さ
れ
て

い
る
軽
自
動
車
の
所
有
者
に
対
し

て
課
税
さ
れ
ま
す総

務
部
税
務
課

（
市
民
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

➊
継
続
申
請
を
す
る
人
で
、車
両

や
運
転
者
な
ど
に
変
更
が
あ
る
人

➋
新
た
に
減
免
申
請
を
す
る
人

▼
減
免
申
請
書（
税

務
課
、各
総
合
支
所
で
配
布
）▼
自

動
車
検
査
証
の
写
し
▼
運
転
者
の

運
転
免
許
証
の
写
し
▼
身
体
障
害

者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
、精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、療
育
手
帳

な
ど
の
写
し
▼
納
税
義
務
者
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
も
の

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

４
月
３
日（
月
）〜
５

月
24
日（
水
）（
必
着
）

▼
総
務
部

税
務
課（
市
民
税
係
）

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持

ち
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場

合
は
、軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま

す
の
で
、期
間
内
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

　

令
和
４
年
度
に
減
免
申
請
を

行
っ
た
人
に
は
、３
月
下
旬
に
減

免
申
請
書（
継
続
用
）を
郵
送
し
ま

す
の
で
、必
要
事
項
を
記
入
し
、税

務
課
ま
で
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
場

合
、手
帳
の
等
級
、車
両
の
所
有

者
、運
転
者
な
ど
の
確
認
の
た
め
、

申
請
書
類
を
持
参
の
上
、税
務
課

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課
の
窓

　

佐
々
木
喜き

代よ

子こ

さ
ん（
登
米
町
・

再
任
）、志
賀
尚た

か
し

さ
ん（
豊
里
町
・
新

任
）、金
正ま

さ

男お

さ
ん（
石
越
町
・
再

任
）が
１
月
１
日
付
け
で
、法
務
大

臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
を

受
け
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、人
権
に
関

す
る
相
談
を
受
け
、命
の
大
切
さ

や
思
い
や
り
の
心
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活
動

を
し
て
い
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地

域
に
住
ん
で
い
る
人
は
、下
水
道

に
接
続
す
る
こ
と
で
、家
庭
内
雑

排
水
が
直
接
側
溝
に
流
れ
な
い
た

め
、悪
臭
な
ど
が
無
く
な
り
、水
路

や
河
川
の
水
質
が
改
善
し
ま
す
。

　

公
共
用
水
域
を
き
れ
い
に
し
、

自
然
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に

も
、早
め
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

水
道
水
以
外（
井
戸
水
な
ど
）を

生
活
用
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る

人
、下
水
道
に
一
部
の
み
接
続
し

て
い
る
人
、製
造
業
な
ど
の
事
業

を
営
む
人
で
、水
道
水
の
使
用
量

と
下
水
道
に
流
す
汚
水
量
が
大
き

く
異
な
る
場
合
は
、排
出
汚
水
量

の
認
定
制
度
に
よ
り
、下
水
道
使

用
料
を
算
定
し
ま
す
。

　

排
出
汚
水
量
の
認
定
申
請
を
す

る
人
は「
排
出
汚
水
量
申
告
書
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
告
書
は
、

上
下
水
道
部
経
営
総
務
課（
市
役

所
登
米
庁
舎
１
階
）に
備
え
付
け

て
あ
る
ほ
か
、上
下
水
道
部
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。▼

水
道
水
以
外
を

生
活
用
水
と
し
て
使
用
し
て
い
る

▼
水
道
水
を
次
の
用
途
で
使
用
し

て
い
る
➊
牛
や
豚
な
ど
の
畜
舎
で

使
用
し
て
い
る
➋
出
荷
用
に
、年

間
を
通
し
て
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
な

ど
で
野
菜
や
花
き
栽
培
に
使
用
し

て
い
る
➌
製
造
業
な
ど
で
製
品
に

多
量
の
水
を
使
用
し
て
い
る
➍
育

苗
な
ど
で
一
時
的
に
多
量
の
水
を

使
用
し
て
い
る（
原
則
と
し
て
１

カ
月
分
の
み
）

※
新
規
の
申
請
は
、随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す

※
現
在
認
定
を
受
け
て
い
る
人

も
、年
度
ご
と
に「
排
出
汚
水
量
申

告
書
」の
提
出
が
必
要
で
す

上
下

水
道
部
経
営
総
務
課（
業
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
１

　

本
市
に
広
が
る
豊
か
な
自
然

は
、決
し
て
当
た
り
前
の
風
景
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
、50
年

前
、絶
滅
の
危
機
に
ひ
ん
し
て
い

た
ガ
ン
類
で
す
が
、保
護
活
動
の

結
果
、今
で
は
本
市
の
冬
の
風
物

詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、地

球
温
暖
化
が
進
行
す
る
と
再
び

そ
の
姿
が
消
え
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。本
市
の
貴
重
な
自
然
を
将

来
に
渡
っ
て
保
全
し
て
い
く
た
め

に
、人
と
自
然
が
共
生
す
る
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て
、一
緒
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
、長
年
に
わ
た
り
ガ
ン
類

や
そ
の
生
息
地
の
保
全
な
ど
の
活

動
が
評
価
さ
れ
、昨
年
ラ
ム
サ
ー

ル
賞
を
受
賞
し
た
呉く

れ

地ち

正ま
さ

行ゆ
き

氏

と
、「
O
H
！
バ
ン
デ
ス
」お
天
気

コ
ー
ナ
ー
で
お
な
じ
み
の
気
象
予

報
士
、大
和
田
彩あ

や

可か

氏
を
講
師
に

迎
え
、２
部
構
成
で
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。入
場
は
無
料
で
す
。ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

３
月
12
日（
日
）午
後
２
時

豊
里
公
民
館（
中
ホ
ー
ル
）

▼
講
演
第
一
部
＝
呉
地
正

行
氏「
命
羽
ば
た
く
登
米
の
空
〜

ガ
ン
と
ト
キ
に
選
ば
れ
る
里
地
づ

く
り
〜
」▼
講
演
第
二
部
＝
大
和

田
彩
可
氏「
気
候
変
動
の
い
ま
と

未
来
〜
み
ん
な
の
地
球
を
守
る
た

め
に
〜
」１

０
０
人

電
話
、メ
ー
ル
ま
た

は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

市
民

生
活
部
環
境
課（
環
境
政
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
３

０
２
２
０（
５
８
）３
３
４
５

死kankyo@
city.tom

e.m
iyagi.

jp
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■
　診療放射線技師は、医師の指示のもと、適切な機器
により撮影した画像を提供し、医師の診断に対する
補助として重要な役割を担っています。
　市立３病院の診療放射線室には、共通設備として
一般（エックス線）撮影装置、エックス線ＴＶ（透視・
造影）装置、ＣＴ（コンピュータ断層）装置、骨塩定量
検査装置などを設置しています。その他、地域の基幹
病院となる登米市民病院には、マンモグラフィ（乳房
撮影）装置、ＭＲＩ（磁気共鳴画像）装置を設置し、各
種放射線検査に対応するとともに、地域の医療機関
からＣＴ検査やＭＲＩ検査の依頼を受けるなど、地
域の一次診療にも貢献しています。
　また、検査を行う際は、症状や疾病の種類、妊婦や
幼児などへの被ばくの影響なども総合的に判断し、
適切な機器を用いて撮影を行うとともに、技師は撮
影技術の向上を目指し、各種研修への参加などによ
り日々研さんに努めています。

登米市民病院管理課
☎0220（22）5511

各種撮影装置の紹介
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◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

☎

　

☎

　

☎

 ▶

㊊

㊌

㊋

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

　☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望す 
　る場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

　

市
は
、高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感

染
症
予
防
接
種
の
定
期
接
種
対
象

者
に
対
し
、令
和
４
年
３
月
に
予

診
票（
紫
色
の
用
紙
）を
配
布
し
て

い
ま
す
。こ
の
予
診
票
の
有
効
期

限
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。予
防

接
種
を
希
望
す
る
人
は
忘
れ
ず
に

受
け
て
く
だ
さ
い
。

➊
今
年
度
、65
、70
、75
、

80
、85
、90
、95
、１
０
０
歳
に
な
る

人
で
今
ま
で
一
度
も
肺
炎
球
菌

（
23
価
ワ
ク
チ
ン
）予
防
接
種
を
受

け
た
こ
と
が
な
い
人
➋
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
、心
臓
、腎
臓
、呼
吸

器
、ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
り
免
疫
の
い
ず
れ
か
の
機
能
に

日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る

程
度
の
障
害
が
あ
る
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
相
当
の
人
で
過
去
に
肺

炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と

が
な
い
人

▼
市
内
協
力
医
療
機

関
で
接
種
す
る
場
合
／
自
己
負
担

額
＝
３
８
０
０
円
▼
協
力
医
療
機

関
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る

場
合
／
５
千
円
を
上
限
に
助
成

※
予
診
票
を
紛
失
し
た
人
、４
月

以
降
に
転
入
し
た
人
は
、予
診
票

を
発
行
し
ま
す
の
で
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

市
民
生
活
部
健
康

推
進
課（
保
健
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

　

高
齢
化
が
進
む
中
、家
族
の
介

護
に
専
念
す
る
た
め
に
退
職
す
る

「
介
護
離
職
」が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。「
介
護
と
仕
事
を
両
立
で
き

る
の
か
」と
不
安
を
抱
え
な
が
ら

仕
事
を
し
て
い
る
人
が
い
る
と
思

い
ま
す
。介
護
と
仕
事
の
両
立
で

心
配
な
時
は
一
人
で
抱
え
込
ま
ず

に
相
談
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

介
護
に
関
す
る
制
度
や
支
援
な
ど

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊋
☎ ☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111
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Good health is a great blessing

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

受
講
修
了
者
を
対
象
に
、地
域
の

中
で
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を

支
援
す
る
た
め
、認
知
症
へ
の
理

解
を
深
め
、支
援
方
法
に
つ
い
て

学
ぶ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

３
月
10
日（
金
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

市
役
所
南
方
庁
舎（
２
階

シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル
）

25
人（
先
着
順
）

を
知
り
、介
護
と
仕
事
を
両
立
で

き
る
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

　

心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、気
軽
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

３
月
３
日（
金
）

無
料

※
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
か
サ
ポ
ー

タ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
く
だ
さ
い福

祉

事
務
所
長
寿
介
護
課（
地
域
包
括

支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
問
題
を
抱

え
る
人
の
家
族
が
、病
気
の
治
療

や
回
復
の
過
程
、依
存
症
に
よ
る

問
題
行
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学

び
合
う
教
室
を
開
き
ま
す
。

飲
酒
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
薬

物
な
ど
依
存
症
の
問
題
で
悩
ん
で

い
る
人
の
家
族

３
月
１
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

無
料（
要
電
話
予
約
）石

巻

保
健
所
登
米
支
所（
母
子
・
障
害

班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

◉
　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

し
、赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
生
み
育

て
る
た
め
の
正
し
い
知
識
を
身
に

付
け
る
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。パ
パ
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
た
め
の「
ま
ご
ま
ご
コ
ー
ス
」も

実
施
し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
沐も
く

浴よ
く

実
技
、

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、孫
育
て
に

つ
い
て

３
月
９
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分（
要
電
話
予
約
）

迫
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

◉
　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、育
児

に
つ
い
て
、助
産
師
が
個
別
相
談

に
応
じ
ま
す
。

３
月
14
日（
火
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時（
要
電
話
予
約
）

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

◉

市
民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６
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消防団出初式で式典後に行われた団員による一斉放水では、大
勢の観覧者から歓声が上がりました。

　「みやぎの明治村体験型歴史探訪」（宮城県、とよま振
興公社共催）は１月８日、市内の高校生を対象に開か
れ、教育資料館や武家屋敷通りなどを巡りました。
　歴史探訪は、県制150周年記念事業として、郷土への
さらなる愛着の醸成や地域の魅力の再発見と発信をテ
ーマに企画。参加者は明治時代の衣装を身に着け、教育
資料館や地域の歴史について説明を受けた後、春蘭亭
で抹茶をたてる体験をしました。とよま振興公社の佐
藤康

こう

取締役営業部長は「体験を通して若い皆さんに地
域の見どころをもっと知ってもらい、魅力ある登米を
たくさん発信してほしい」と話しました。

参加者は「登米町の歴史や魅力を知ることができた。この魅力を
多くの人に知ってほしい」と話しました。

　市交通安全指導隊（工藤晃
あき

良
よ し

隊長）、市防犯指導隊（菅
原精

せい　いち

一隊長）と市消防団（菅原英
ひで　よし

義団長）が、市民の安
全・安心を守る誓いを新たに、出初式を実施しました。
　両指導隊の合同出初式は１月７日、中田総合体育館
で開かれ、隊員ほか約100人が参加。熊谷盛

もり

廣
ひ ろ

市長らか
ら服装などの点検を受けた隊員は、新年の活動に向け
て気持ちを引き締め、結束を高めました。また、消防団
の出初式は１月８日、登米祝祭劇場で開かれ、団員約
400人が参加。団員らは、地域の防災リーダーとして防
災への意識を高めるとともに一年の防火の思いを新た
にしました。

さらしや白装束姿にたいまつを持った参加者は、平穏な一年を
願い、ゆっくり歩みを進めました。

　「佐沼どんと祭・裸参り」（登米中央商工会青年部主
催）は１月14日、一市・八日町通りなどで開かれ、裸参り
には地元の商工会青年部や市内の企業、団体などから
54人が参加しました。
　どんと祭・裸参りは、地域の活性化や住民の無病息災
などを祈ろうと昭和54年から始まり、今年で45回目を
迎えました。裸参りに参加したとめ青年会議所の猪股
圭
けい

太
た

郎
ろ う

さん（33）＝迫町光ヶ丘東＝は「家族が健康に過
ごせるようにということと、コロナ禍で中止になった
り自粛したりしているイベントの復活を願いました」
と話しました。



今月のホットライン

15 2023.3

　迫町下舟丁出身の書家・デザイナーの日野薫
かおる

さんが
１月16日、市役所を訪れ、今年の干

え

支
と

を題材に自らデザ
インしたポスターを市に寄贈しました。
　日野さんからポスターが贈られるのは今年で11年
目。ポスターは毎年市役所迫庁舎の入り口などに掲示
し、来庁者の目を楽しませています。日野さんは「新春
や新緑を感じられるよう温かで爽やかな色味で仕上げ
ました。見た人に新鮮な気持ちになってもらえたらう
れしいです」と話しました。熊谷市長は「私も卯年生ま
れ。ポスターに描かれた卯の文字を心に刻み飛躍の年
としたい」と語りました。

ポスターを寄贈した日野さん（右）。ポスターは市役所迫庁舎の
入口に掲示しています。

パラスポーツを通じて楽しみながら障がいということに触れ、
自分が明日からできることを考えるきっかけになりました。

　「あすチャレ！スクール」（日本財団パラスポーツサ
ポートセンター主催）は１月24日、宝江小学校（熊谷み
ち校長、児童138人）で開かれ、３年の児童20人が北京パ
ラリンピック女子ゴールボール日本代表の高田朋

とも

枝
え

氏
から出前授業を受けました。
　授業はパラスポーツの体験やパラアスリートの講話
を通じて障がいに対する理解を深め、自分に何ができ
るか考える機会とするのが目的。児童は「目隠しをした
ら暗くて怖かったので、障がいがあるのは大変なこと
だと分かりました。みんな平等に仲良くしていけると
いいと思います」と話しました。

小学5年生部門最優秀賞の米川小の皆さん。「大好きな地元の伝
統芸能を広く伝えたい」という思いを込めて新聞を作りました。

　「第15回子どもたちが考える登米市の未来新聞コンク
ール表彰式」は１月22日、南方農村環境改善センターで開
かれ、市内小学校から応募のあった88作品の中から入賞
した作品を制作した８グループが表彰されました。
　新聞は、自然、農業、食、伝統文化などさまざまなテーマ
で制作。細やかな情報と自由なアイデアがあふれる素晴
らしい作品がそろいました。最優秀賞を受賞した新田小
６年の皆さんは、新田駅の歴史や課題、未来へ向けての提
案などを１枚の新聞にまとめ、ステージ発表では「私たち
の考えた提案が実現して、活気があふれ、人のつながりを
感じられる地域になってほしい」と話しました。



16

Young

Monthly Hot Communication

Half Century
Monthly Hot Communication

友人からの紹介で知り合
いました。妹の同級生だったの
でびっくりしました。

２年前のお正月に孫夫婦
に連れられて、松島へ旅行した
ことです。天気が良く、遊覧船や
買い物、観光を楽しむことがで
きました。
★

明るくて優しい穏やかな

性格の人だよ。
いろんなことを手伝って

くれる優しい人。困ったことが
あるとなんでも相談に乗ってく
れます。

意見が食い違ったときに
は、しっかり話し合うことが大
事ですね。これからも健康を大
切に、思いやりの心を持ってお
互いに支え合いながら生活して
いきたいです。

お互い支え合ってずっと健康に

　178㌢でA型です。
　米山町で米の集荷販売をしている宮

穀に勤めています。仕事は、農家さんや卸売り先
の会社との連絡調整や集荷を担当しています。登
米市のおいしい米を全国各地の人に知っても
らって食べてほしいという思いで仕事をしてい
ます。

気になること、やってみたいこと
などには進んでチャレンジする積極的な性格で
す。

バイクや車でドライブをしたり、ス
ノーボードや釣り、キャンプなどの自然を感じた
りすることができるアウトドアが好きです。休日
のほとんどの時間を趣味に費やしています。

　自分の考えをしっかり持ち、
一つのことに熱中できる人がタイプです。お互い
の好きなものや好きなことを共有でき、尊重し合
える人がいいですね。

マイホームを建てたい
です。友達とバーベキューやＤＩＹなどができる
場所を造りたいです。

　米の販売を通して、登米
市のさらなる発展に少しでも貢献したいと思っ
ています。
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Dream
Monthly Hot Communication

Monthly Hot Communication

Child

2020年10月28日生まれ
中田町・舘
秀仁さんの次男

いつもにこにこ元気
いっぱいなそらくん。
大好きなお兄ちゃんと
一緒に伸び伸び大きく
育ってね。

食と野菜を守るヒーローに
　私の父の実家は、お米や野菜を作る農家で
す。私は、年に数回父に誘われ、実家の手伝いに
行きます。その手伝いは時間を忘れるほど楽し
いものです。そんなある日、実家のおじさんか
ら「今は農家をやっている人が少なくなってき
た。昔は、ほとんどが農家だったのに･･･」と話
をされました。農家さんがいなければ、毎日の
お米だって食べられません。だから私は農家に
なって、楽しみながらおいしいお米と野菜を
作ってみんなを笑顔にしたいです。
　私は、農家には史上最強の敵がいると思い
ます。それは「天気」です。農家を支えてくれる
強い味方にもなりますが、人や作物に牙をむ
く時もあります。農家の人にとって作物は大
切な子どもです。台風などの時は、そんな子ど
もたちを守らなければいけません。私は小さ
い頃、スーパーヒーローに憧れていました。だ
から、私は将来、食と野菜を守るスーパーヒー
ローのような農家になりたいです。

くん（２歳）

2019年6月3日生まれ
石越町・第七

崇哉さんの長男

いつも笑顔で、元気
いっぱいなたかちゃん。
鉄道とプラレールが大
好きです。これからの
成長が楽しみだね。

くん（３歳）

2021年7月7日生まれ
石越町・遠沢
弘平さんの長女

なんでもまねっこして
好奇心旺盛なつむちゃ
ん。にこにこ笑顔は家
族の癒やしです。元気
に大きくなってね。

ちゃん（１歳）

2021年1月11日生まれ
迫町・五日町

武文さんの次女

リズム遊びと食べるこ
とが好きな柚葵。にこ
にこ笑顔を毎日ありが
とう。元気に成長して
ね。

ちゃん（２歳）
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振
り
返
る
と
と
も
に
、市
指
定
有

形
文
化
財
を
中
心
に
、刀
剣
な
ど

の
武
具
や
登
米
伊
達
家
に
関
わ
る

書
状
な
ど
、地
域
の
歴
史
や
文
化

を
語
り
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
を

紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ

さ
い
。

３
月
16
日（
木
）〜
７

月
２
日（
日
）／
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
30
分登

米
懐
古
館

大
人
４
０
０
円
、

高
校
生
３
０
０
円
、小
・
中
学
生

２
０
０
円

登
米
懐
古
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
５
７
８

　

昭
和
36（
１
９
６
１
）年
に
開
館

し
た
登
米
懐
古
館
は
、文
化
財
収

蔵
展
示
施
設
と
し
て
は
、県
内
で

仙
台
市
博
物
館
に
次
い
で
２
番
目

に
開
館
し
ま
し
た
。こ
れ
は
旧
登

米
町
名
誉
町
民
で
あ
る
渡
辺
政ま

さ
ん
ど人

氏
古
希
記
念
事
業
と
し
て
、登
米

懐
古
館
の
建
築
寄
贈
、同
氏
所
蔵

資
料
の
う
ち
登
米
町
関
係
資
料
の

寄
贈
申
し
出
に
端
を
発
し
た
も
の

で
し
た
。以
来
お
よ
そ
60
年
の
間
、

地
域
の
文
化
財
を
保
存
公
開
し
、

文
化
の
向
上
に
資
す
る
と
い
う
役

割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
、平
成
と
い
う
時
を
経
て
、

令
和
元
年
に
登
米
懐
古
館
は
登
米

町
寺
池
桜
小
路
に
新
築
移
転
し
ま

し
た
。本
展
で
は
、当
館
の
歴
史
を

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

間
、適
切
に
応
急
手
当
て
を
す
る

こ
と
で
一
人
で
も
多
く
の
人
の
命

を
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。大
切

な
命
を
救
う
た
め
、講
習
会
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

３
月
19
日（
日
）午
前
９
時

〜
正
午

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー（
３

階
大
会
議
室
）

心
肺
蘇
生
法
、A
E
D
使

用
方
法
、止
血
法
な
ど

無
料20

人（
先
着
順
）

※
中
学
生
以
上
の
誰
で
も
受
講
で

き
ま
す

３
月
１
日（
水
）〜
12

日（
日
）

電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

※
再
講
習
を
希
望
す
る
人
も
併
せ

て
募
集
し
て
い
ま
す

消
防

署（
救
急
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
１
９

　

迫
図
書
館
・
登
米
図
書
館
・
中
田

図
書
室
の
雑
誌
の
購
入
代
金
を
ス

ポ
ン
サ
ー
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
雑
誌
冊
数
を
増
や
し
、利

用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
り
ま

す
。雑
誌（
最
新
号
）の
カ
バ
ー
に

ス
ポ
ン
サ
ー
名
、裏
面
に
は
ス
ポ

ン
サ
ー
広
告
を
掲
載
し
ま
す

個
人
事
業
主
、会
社
、

団
体
な
ど

購
入
す
る

雑
誌
は
、図
書
館
が
作
成
す
る
雑

誌
リ
ス
ト
か
ら
選
定
。期
間
は
１

年
間
で
、継
続
で
き
ま
す

迫
図

書
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）９
８
２
０

☎
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

☎

◉

市
内
の
小
学
校
に
通
っ
て

い
る
児
童▼

錦
学
童
ク
ラ
ブ
＝
30
人

▼
錦
青
空
学
童
ク
ラ
ブ
＝
30
人

▼
月
〜
金
曜
日
／
下

校
〜
午
後
７
時
▼
土
曜
日
、夏
休

み
な
ど
の
長
期
休
暇
／
午
前
７
時

30
分
〜
午
後
６
時

有
料

◉

１
〜
４
歳（
親
子
で
の
参

加
に
な
り
ま
す
）

１
日
８
組
程
度

月
〜
金
曜
日
／
午
前

10
時
〜
正
午

▼
月
、火
曜
日
＝
フ
リ
ー

来
館
日
▼
水
、木
曜
日
＝
手
作
り

お
や
つ
を
提
供
し
ま
す
▼
金
曜
日

の
第
１
・
３
週
＝
親
子
リ
ズ
ム
▼

金
曜
日
の
第
２
・
４
週
＝
赤
ち
ゃ

ん
広
場

無
料（
た
だ
し
、お
や
つ
代

月
千
円
程
度
と
、傷
害
保
険
料
と

し
て
年
間
９
４
０
円
程
度
か
か
り

ま
す
）

◉

錦
児
童
館
に
備
え
付

け
の
入
会
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い

随
時

※
見
学
に
つ
い
て
も
、随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す

あ
す

な
ろ
錦
児
童
館

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
８
３
７

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
い
わ
れ

る
現
代
の
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る

場
を
支
援
し
ま
す
。

▼
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
人
▼
原
則
60
歳
以
上
で
登

米
市
に
居
住
す
る
人
▼
セ
ン
タ
ー

の
趣
旨
に
賛
同
す
る
人

室
内
清
掃
・
受
付
事

務
・
筆
耕
・
植
木
剪せ

ん

定て
い

・
大
工
仕
事
・

自
動
車
の
運
転
・
草
取
り
・
草
刈
り

な
ど

※
入
会
を
希
望
す
る
人
は
、入
会

説
明
会
に
参
加
く
だ
さ
い

◉

３
月
15
日（
水
）午
後
１
時

30
分

※
毎
月
15
日
に
開
催
し
て
い
ま
す

登
米
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

登
米

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）８
５
２
６

　

仙
台
国
税
局
で
は
、バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
国
税
専
門
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。国
税
専
門
官

は
、国
の
財
政
を
支
え
る
重
要
な

仕
事
を
担
い
、税
務
署
な
ど
に
お

い
て
、調
査
・
徴
収
・
検
査
や
指
導

な
ど
を
行
う
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
で
す
。

▼
平
成
５
年
４
月
２

日
〜
平
成
14
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
人
▼
平
成
14
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
次
に
該
当
す
る
人
➊
大

学
を
卒
業
お
よ
び
令
和
６
年
３
月

ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み
の
人
➋

人
事
院
が
➊
に
掲
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

３
月
１
日（
水
）〜
20

日（
月
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
申
し
込
み６

月
４
日（
日
）

仙
台

国
税
局
人
事
第
二
課（
試
験
研
修

係
）

☎
０
２
２（
２
６
３
）１
１
１
１

配
管
科（
短
期
課
程
）

就
職
、転
職
の
た
め
に

本
課
程
の
技
能
、知
識
を
習
得
し

よ
う
と
す
る
人５

人
４
月
18
日（
火
）〜
９

月
29
日（
金
）

作
業
服
、テ
キ
ス
ト
代
約

２
万
５
千
円（
授
業
料
は
無
料
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
入

学
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

３
月
３
日（
金
）

３
月
15
日（
水
）

石
巻
高
等
技
術
専
門

校

石
巻

高
等
技
術
専
門
校

☎
０
２
２
５（
２
２
）１
７
１
９　

特典2特典2
防犯登録（有料）のお客様
1年盗難補償付

特典1特典1
自転車ご購入のお客様
3ヶ月点検無料

特典3特典3
自転車ご購入につきご不用の自転車
1台 無料引取
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

市
は
、海
外
姉
妹
都
市
な
ど
か

ら
の
青
少
年
訪
問
団
や
、ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
希
望
す
る
外
国
人
を
受

け
入
れ
る
家
庭
の
事
前
登
録
制
度

「
登
米
市
国
際
交
流
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
バ
ン
ク
」の
登
録
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
登
録
し

て
、身
近
な
国
際
交
流
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

次
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
家
庭
➊
登
録
申
請
し
よ
う
と

す
る
代
表
者
が
18
歳
以
上
の
家
庭

➋
世
帯
人
数
が
２
人
以
上
で
、世

帯
全
員
の
同
意
を
得
て
い
る
家
庭

➌
世
帯
構
成
員
の
１
人
以
上
が
市

内
に
居
住
ま
た
は
在
勤
、在
学
し

て
い
る
家
庭
➍
宿
泊
、食
事
、送
迎

な
ど
の
基
本
的
な
日
常
生
活
の
支

援
を
提
供
で
き
る
家
庭

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

バ
ン
ク
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、提
出
し
て
く
だ
さ

い
。申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す

※
登
録
申
込
書
は
観
光
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
に
備
え
付
け
の

ほ
か
、市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

➊
市
か

ら
登
録
家
庭
へ
受
入
依
頼
通
知
を

送
付
➋
登
録
家
庭
は
受
け
入
れ
の

　

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
た
め
、障
が
い
者
の
使
用
す

る
自
動
車
の
燃
料
費
と
タ
ク
シ
ー

利
用
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

◉

世
帯
全
員
の
住
民
税
が

非
課
税
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
➊
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
・
内
部
３
級
、療
育
手
帳

Ａ
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
・
２
級
で
自
動
車
を
所
有
し
運

転
す
る
、ま
た
は
そ
の
自
動
車
を

障
が
い
者
の
た
め
に
運
転
す
る
同

居
者
➋
身
体
障
害
者
手
帳
下
肢
３

級
で
自
動
車
を
所
有
し
運
転
す
る

➌
療
育
手
帳
A
、精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
１
・
２
級
、18
歳
未
満

で
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
・
内
部

３
級
の
人
の
た
め
に
自
身
が
所
有

す
る
自
動
車
を
運
転
す
る
同
居
者

※
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

や
透
析
患
者
通
院
費
助
成
事
業
を

利
用
し
て
い
る
人
、社
会
福
祉
施

設
入
所
者
、申
請
時
に
継
続
し
て

３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
人
、

生
活
保
護
受
給
者
は
対
象
外

普
通
自
動
車
、小
型

自
動
車
、軽
自
動
車
の
う
ち
４
輪

以
上
の
も
の

※
携
行
缶
な
ど
、対
象
車
両
以
外

の
給
油
は
で
き
ま
せ
ん

３
月
１
日（
水
）か

ら
、各
総
合
支
所
で
申
請
を
受
け

付
け
、自
動
車
燃
料
費
助
成
券
を

交
付
し
ま
す

➊
障
害
者
手
帳

➋
運
転
免
許
証
➌「
車
検
証
」お
よ

び
電
子
車
検
証
の
場
合
は「
自
動

車
検
査
証
記
録
事
項
」➍
印
鑑

給
油
の
際

に
、助
成
券（
１
枚
千
円
）を
月
２

枚
ま
で
利
用
で
き
ま
す

◉

世
帯
全
員
の
住
民
税
が

非
課
税
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
➊
身
体
障
害
者
手
帳

１
・
２
級
➋
身
体
障
害
者
手
帳
３

級
の
う
ち
、呼
吸
機
能
障
が
い
者

で
、酸
素
濃
縮
器
を
常
時
利
用
し

て
い
る
、ま
た
は
体
幹
・
下
肢
機
能

障
が
い
者
で
車
い
す
移
動
に
限
ら

れ
る
➌
療
育
手
帳
A
➍
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級

※
障
害
者
自
動
車
燃
料
費
助
成
事

業
や
透
析
患
者
通
院
費
助
成
事
業

の
利
用
者
は
対
象
外

３
月
１
日（
水
）か

ら
、各
総
合
支
所
で
申
請
を
受
け

付
け
、利
用
券
を
交
付
し
ま
す

➊
障
害
者
手
帳

➋
印
鑑

タ
ク
シ
ー
乗

車
時
に
利
用
券（
１
枚
５
０
０
円
）

可
否
を
市
へ
連
絡
➌
市
で
受
け
入

れ
が
可
能
な
家
庭
と
調
整
し
、受

入
家
庭
を
決
定

ま
ち

づ
く
り
推
進
部
観
光
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
課（
ふ
る
さ
と
定
住

係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
３
１

　

市
公
用
車
へ
の
広
告
掲
載
希
望

者
を
募
集
し
ま
す
。皆
さ
ん
の
お

店
な
ど
の
走
る
広
告
塔
と
し
て
活

用
く
だ
さ
い
。

事
業
所
や
事
務
所
、店

舗
な
ど
を
持
つ
個
人
、法
人

２
月
20
日（
月
）〜
３

月
８
日（
水
）１

台
当
た
り
月
額
４
千

円※
複
数
台
は
割
り
引
き
あ
り

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
郵
送
ま
た
は
持
参
し

て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
総
務
部
総
務
課
で

配
布
す
る
ほ
か
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

〒
９
８
７
―
０
５
１
１
／
登
米
市

迫
町
佐
沼
字
中
江
２
―
６
―
１

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１
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登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

　

年
金
加
入
者
は
、職
業
な
ど
に

よ
り
、３
つ
の
種
別
に
分
か
れ
ま

す
。20
〜
60
歳
の
間
に
種
別
が
変

わ
る
場
合
は
、届
け
出
が
必
要
で

す
。

給
料
か
ら
保
険

料
が
天
引
き
に
な
る
会
社
員
な

ど
と
異
な
り
、自
営
業
者
、農
業

従
事
者
、学
生
な
ど
の
第
１
号
被

保
険
者
は
、自
分
で
保
険
料
月
額

１
万
６
５
９
０
円（
令
和
５
年
３

月
末
時
点
）を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。加
入
手
続
き
後
、納
付

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、銀
行
、

農
協
、信
用
組
合
、信
用
金
庫
、郵

便
局
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

や
電
子
納
付
な
ど
で
納
め
る
か
、

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

収
入
が
無
く
、納
付
が
困
難
な
場

合
は
、申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
を

免
除
ま
た
は
猶
予
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。学
生
に
は
、学
生
納
付
特

例
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、年
金

事
務
所
ま
た
は
最
寄
り
の
総
合
支

所
市
民
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
２
３
）１
２
０
０

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

収入増加などで扶養から外れ
たとき 第１号

被保険者
各総合支所
市民課扶養している配偶者が65歳

になったとき

就職して厚生年金や共済年金
に加入したとき

第２号
被保険者 勤務先

扶養している配偶者の勤務先
が変わったとき

第３号
被保険者

配偶者の
勤務先

退職したとき 第１号
被保険者

各総合支所
市民課

退職して第２号被保険者であ
る配偶者の扶養に入ったとき

第３号
被保険者

配偶者の
勤務先

就職して厚生年金に加入した
とき

第２号
被保険者 勤務先

第２号被保険者である配偶者
の扶養に入ったとき

第３号
被保険者

配偶者の
勤務先

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る
60

歳
未
満
の
人
で
あ
れ
ば
、農
業
経

営
者
、家
族
従
事
者
な
ど
、誰
で
も

加
入
で
き
ま
す
。

※
加
入
者
は
保
険
料
と
合
わ
せ
て

国
民
年
金
の
付
加
保
険
料（
月
額

４
０
０
円
）の
納
付
が
必
要
で
す

▼
自
身
の
生
活
設
計

に
合
わ
せ
て
、保
険
料
を
自
由（
月

額
２
万
〜
６
万
７
千
円
）に
決
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
▼
支
払
っ
た

保
険
料
は
、全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
▼「
認
定

農
業
者
で
青
色
申
告
者
」な
ど
一

定
の
要
件
を
満
た
す
人
は
保
険
料

の
国
庫
補
助（
政
策
支
援
）が
あ
り

ま
す

農
業
委
員
会
事
務

局（
農
政
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
７

を
月
４
枚
ま
で
利
用
で
き
ま
す

※
各
事
業
と
も
、令
和
４
年
１
月

１
日
以
降
に
登
米
市
に
転
入
し
た

人
は
、転
入
前
の
住
所
地
で
発
行

す
る
住
民
税
課
税（
非
課
税
）証
明

書
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
障
が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　

農
業
者
年
金
は
、農
業
者
が
よ

り
豊
か
な
老
後
の
生
活
を
過
ご
せ

る
よ
う
に
、国
民
年
金
に
上
乗
せ

す
る
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。国

民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者（
保

険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）で
、年

下田中53番地8 0220-23-8688
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３
月
１
〜
７
日
は
、春
の
全
国

火
災
予
防
運
動
週
間
で
す
。火
災

予
防
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
、

大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

■▼
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い
▼
ス
ト
ー
ブ
は
、燃
え

や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で

使
用
す
る
▼
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の

そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、必
ず
火

を
消
す
▼
コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り

を
清
掃
し
、不
必
要
な
プ
ラ
グ
は

抜
く

■
　

住
宅
用
消
火
器
の
使
用
年
数

は
、お
お
む
ね
５
年
で
す
。使
用
期

限
を
過
ぎ
た
消
火
器
は
、破
裂
に

よ
る
事
故
の
危
険
が
あ
り
ま
す
の

で
、放
置
せ
ず
新
し
い
も
の
に
交

換
し
ま
し
ょ
う
。

■
　

住
宅
火
災
を
い
ち
早
く
発
見
す

る
に
は
、住
宅
用
火
災
警
報
器
が

非
常
に
有
効
で
す
。住
宅
用
火
災

警
報
器
は
台
所
、寝
室
、階
段
の
天

井
面
に
取
り
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
月
に
１
回
は
作
動
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。製
品
に
よ
っ
て
、ボ
タ
ン

☎ ☎ ☎ ☎ ☎

総
務
部
防
災
危
機

対
策
室（
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
９
３

　

市
は
、東
京
都
港
区
が
行
っ
て

い
る
、国
産
材
の
活
用
促
進
を
通

じ
て
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量

を
増
加
さ
せ
る
取
り
組
み
を
推

進
す
る「
み
な
と
森
と
水
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議
」に
加
入
し
ま
す
。港

区
は
、区
内
に
建
設
す
る
５
千
平

方
㍍
以
上
の
建
築
物
に
使
用
す
る

木
材
な
ど
を
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
に
加
入
し
て
い
る
自
治
体
の
登

録
事
業
者
か
ら
受
給
す
る
と
し
て

お
り
、条
件
に
よ
っ
て
は
登
米
市

内
事
業
者
の
木
材
な
ど
が
供
給
対

象
と
し
て
選
定
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。み
な
と
森
と
水
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
へ
の
事
業
者
登
録

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、登
録
を
希
望
す
る
事
業

者
は
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

３
月
３
日（
金
）午
後
１
時

30
分

市
役
所
中
田
庁
舎（
２
階

２
０
１
会
議
室
）

市
内
に
本
店
を
置
き
、市

内
産
木
材
を
構
造
材
、内
外
装
材
、

外
構
材
と
し
て
港
区
に
供
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
事
業
者

２
月
27
日（
月
）

を
押
す
も
の
や
ひ
も
を
引
く
も
の

が
あ
り
ま
す
▼
電
池
が
切
れ
る
と

音
や
ラ
ン
プ
で
知
ら
せ
る
製
品
も

あ
り
ま
す
。ほ
と
ん
ど
の
製
品
は

電
池
の
寿
命
が
10
年
で
す
が
、早

め
に
交
換
し
て
く
だ
さ
い

消
防
本
部
予
防
課

（
予
防
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
０

　　

県
は
、３
月
11
日
を「
み
や
ぎ
鎮

魂
の
日
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、東
日
本
大
震
災
で
亡

く
な
ら
れ
た
人
を
追
悼
し
、震
災

の
記
憶
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く

後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、一
斉

黙
と
う
を
実
施
し
ま
す
。ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
月
11
日（
土
）午
後

２
時
46
分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

放
送
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
合
図

に
、一
斉
黙
と
う
を
実
施

　

佐
沼
税
務
署
で
は
、事
業
者
を

対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会
お
よ
び
登
録
申
請
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。登
録
申
請
手

続
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
相
談
会

は
、希
望
者
を
対
象
に
、説
明
会
の

後
に
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

３
月
９
日（
木
）午
後
２
時

〜
３
時
30
分
、３
月
23
日（
木
）
➊

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
➋
午
後
２

時
〜
３
時
30
分

迫
公
民
館（
２
階
大
会
議

室
）

主
に
消
費
税
の
免
税
事

業
者

各
50
人

※
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い

※
各
回
と
も
定
員
に
な
り
次
第
、

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す

佐
沼

税
務
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

　

毎
年
３
月
は
、名
義
変
更
、廃
車

な
ど
の
各
種
手
続
き
や
検
査
申
請

が
集
中
し
、大
変
混
雑
し
ま
す
。特

に
週
末
や
中
旬
以
降
は
混
み
合
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。申
請
な

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い産

業

経
済
部
農
林
振
興
課（
林
業
振
興

係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
０
９

　

市
は
、学
校
規
模
の
適
正
化
と

教
育
環
境
の
向
上
を
目
指
す
た

め
、登
米
市
立
小
中
学
校
等
再
編

構
想
を
策
定
し
、学
校
の
再
編
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

津
山
地
域
で
は
、柳
津
小
と
横

山
小
に
つ
い
て
、令
和
元
年
度
に

学
校
の
統
合
の
実
施
な
ど
を
協
議

す
る
学
校
再
編
準
備
委
員
会
を
、

３
年
度
に
は
校
名
な
ど
具
体
的
な

事
項
を
協
議
す
る
開
校
準
備
委
員

会
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置
。小
中
学
生

の
保
護
者
、学
校
運
営
協
議
会
、行

政
区
長
会
の
代
表
者
な
ど
で
、小

学
校
の
統
合
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、２
つ

の
小
学
校
を
統
合
し
、令
和
５
年

４
月
に「
津
山
小
学
校
」と
し
て
開

校
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

柳
津
、横
山
小
の
閉
校
式
は
３

月
18
日（
土
）、津
山
小
開
校
式
は

４
月
７
日（
金
）に
開
催
し
ま
す
。

※
関
係
者
の
み
出
席

教
育
部
学
校
再
編

推
進
室（
学
校
再
編
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
７
９
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☎ ☎ ☎ ☎ ☎

（令和５年１月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,667 9,509 9,971 19,480 （▲37）

登米 1,730 2,127 2,307 4,434 （▲7）

東和 2,234 2,787 2,843 5,630 （▲10）

中田 5,275 7,447 7,695 15,142 （▲31）

豊里 2,134 3,061 3,090 6,151 （▲11）

米山 2,805 4,155 4,230 8,385 （▲11）

石越 1,521 2,201 2,194 4,395 （▲10）

南方 2,718 3,954 4,143 8,097 （▲19）

津山 1,116 1,396 1,543 2,939 （▲6）

合計 27,200 36,637 38,016 74,653 （▲142）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

　冬道の安全運転1・2・3運動「１割のスピードダウン、２倍
の車間距離、３分早めの出発」積雪・凍結路面では、他の車両
の動きに注意し、防衛運転に努めましょう。

（令和5年1月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ５ Ｒ４ 増減数

人身事故
発生件数 8件 8件 0件

死者数 0人 0人 0人

負傷者数 8人 9人 ▲1人

物損事故
発生件数 82件 130件 ▲48件

※Ｒ5年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

令和5年
累計

前年同月

ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載
掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です

３
月
11
日（
土
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

☎
０
２
２（
２
２
１
）６
８
７
０

宮
城
県
司
法
書
士

会☎
０
２
２（
２
６
３
）６
７
５
５　

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
を
専
門
知
識
を
持
つ
支
援
員

に
相
談
で
き
ま
す
。相
談
は
無
料

で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

３
月
14
日（
火
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

そ
・
え
ー
る
登
米
事
務
所

そ
・
え
ー
る
登
米

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

　

消
費
生
活
相
談
窓
口
は
、消
費

者
と
事
業
者
と
の
間
に
発
生
し
た

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
を
受

け
、解
決
に
向
け
た
助
言
や
あ
っ

せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。相
談
は

無
料
で
、専
門
の
相
談
員
が
電
話

ま
た
は
対
面
で
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。不
安
な
こ
と
や
困
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
と
き
に
は
一
人
で
悩
ま

ず
、早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

市
消
費
生
活
相
談
窓

口（
南
方
庁
舎
２
階
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

※
電
話
ま
た
は
来
訪
相
談

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

３
月
28
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
➋
午
前
11
時
➌
午
後
１
時

30
分
➍
午
後
３
時

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

福
祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
が
い
福

祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

３
月
24
日（
金
）午
後
１
時

〜
４
時
10
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

佐
竹
孝た

か

行ゆ
き（

司
法
書
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料（
要
電
話
予
約
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

ど
を
予
定
し
て
い
る
人
は
、早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
自
動
車
＝
東
北

運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
１
１

▼
軽
自
動
車
＝
軽
自
動
車
検
査
協

会
宮
城
主
管
事
務
所

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
８
３
０

　

県
内
に
在
住
、在
勤
の
女
性
を

対
象
に
、相
続
・
遺
言
・
借
金
・
成
年

後
見
・
離
婚
手
続
き
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
に
つ
い
て
、女
性
司
法
書

士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。



編

集

後

記

▼
二
十
歳
の
集
い
を
取
材
。会

場
内
は
出
席
者
の
笑
顔
で
あ
ふ

れ
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。私
も

３
年
前
に「
二
十
歳
の
主
張
」を

発
表
し
た
こ
と
や
、友
人
と
思

い
出
話
を
し
た
こ
と
を
思
い
返

し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
夢
や
目

標
に
進
み
続
け
る
出
席
者
の
皆

さ
ん
の
よ
う
に
、私
も
気
持
ち

を
新
た
に
し
て
生
活
し
て
い
き

た
い
で
す
。（
白
石
）

▼
明
治
村
の
イ
ベ
ン
ト
を
取
材

し
、久
し
ぶ
り
に
教
育
資
料
館

に
入
り
ま
し
た
。撮
影
し
な
が

ら
何
気
な
く
の
ぞ
い
た
校
長
室

に
校
長
先
生
の
人
形
が
座
っ
て

い
て
ド
キ
ッ
と
す
る
場
面
も
。

と
よ
ま
観
光
案
内
人
倶
楽
部
の

丁
寧
な
ガ
イ
ド
を
参
加
者
の
脇

で
聞
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、

登
米
の
生
い
立
ち
の
勉
強
に
も

な
り
ま
し
た
。（
佐
々
木
）

▼
年
々
涙
も
ろ
く
な
っ
て
、誰

か
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
や
人
に

感
謝
を
伝
え
る
場
面
を
見
た
だ

け
で
ほ
ろ
り
と
な
っ
ち
ゃ
い
ま

す
。木
遣
会
の
皆
さ
ん
の「
ゆ
く

ゆ
く
は
子
ど
も
た
ち
に
防
火
や

文
化
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
」

と
い
う
熱
い
思
い
に
触
れ
、目

頭
が
熱
く
な
っ
た
今
回
の
と
き

め
き
人
取
材
で
し
た
。（
渡
邊
）

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　「木
き

遣
やり

唄」は、人力を集結し重い物を動かす際に
掛け声や合図として歌われる作業唄。江戸時代、火
消しを兼ねるとび職の人たちにより受け継がれた
ことから消防組織との関係が深く、現在は民謡や
祭礼の唄としても広く各地に伝承されている。
　火消し文化の継承を重んじながら、地域の活性
化を目指し活動を続ける「奥州陸前登米佐沼津島
火消し会」（佐藤充

みつる

会長）。佐沼津島神社所蔵の、お
よそ100年前の写真に映し出されていた、祭りで
の消防団の様子。それを見た会員たちは、当時の消
防団法

は っ ぴ

被を復刻させて身にまとい、木遣唄を披露
しようと動き出した。2014年、夏祭りで木遣組を
発足した火消し会は、どんと祭や地鎮祭などでも
唄を奉納。新たな芸能文化を定着させようとして

いた矢先、新型コロナの影響でイベントなどの中
止が相次ぎ、活動は暗雲が漂う状況となった。
　この課題解決のため立ち上げたプロジェクト
が、全国でも数少ない「女性木遣会」だ。「木遣唄は
男性が歌うという昔ながらの概念を変え、男女が
共鳴し合える当たり前の環境を作りたい。それが
地域の活性化につながるはず」市内在住のミュー
ジシャン、若葉舞

まい

さんと藤原彩
さ

代
よ

さんが中心とな
り、会員は徐々に増えつつある。「挑戦はスタート
ラインに立ったばかり。練習を重ね、まずは４月の
行事での披露を目指します」と話す２人。
　佐藤会長は「木遣唄が、地域に愛される文化とし
て根付き、唄い継いでもらえたら」と、希望の光を
見る。
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